
5 豊かな自然環境を活かした、誰もがいきいきと暮らせるまちづくり（箕面森町）

平成21年度 ～ 平成25年度 （5年間） 大阪府

・まちづくりとしての一体的な基盤整備により、まちの成熟とともにまちの魅力向上が図られ、着実な人口定着が見込まれる。

（H21当初） （H23末） （H25末）
箕面森町内の居住人口
【箕面市住民台帳による】 498人 1200人 2000人

事 後 評 価 （中 間 評 価）

○事後評価の実施体制、実施時期

平成27年3月

大阪府市街地整備課ホームページに公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1 道路事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H21 H22 H23 H24 H25

5-A1 街路 一般 大阪府 直接 － 区画 改築 区画整理 A=313.5ha 箕面市 394

5-A2 道路 一般 大阪府 直接 － 国道 修繕 舗装改良 L=1.5km 箕面市 28

合計 422

Ｂ 関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H21 H22 H23 H24 H25

5-B1 河川 一般 大阪府 直接 － 北山川改修事業 38
5-B2 公園 一般 大阪府 直接 － 街区公園整備事業 0
5-B3 下水 一般 大阪府 直接 － 公共下水道整備事業 21
5-B4 砂防 一般 大阪府 直接 － 0

合計 59

番号 備考

5-B1 水と緑の健康都市(5-A1)と一体となって改修することにより、同地区及びその周辺の親水空間の防災性向上が図られ、同地区その周辺の活性化が図られる。

5-B2 水と緑の健康都市(5-A1)と一体となって整備することにより、同地区及びその周辺地区住民等に憩いの場・休息の場を提供する。

5-B3 水と緑の健康都市(5-A1)と一体となって整備することにより、生活環境の改善が図られ、同地区の人口定着促進と賑わい向上が図られる。

5-B4

Ｃ 効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H21 H22 H23 H24 H25

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

平成27年3月31日

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

  定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制

  大阪府市街地整備課において実施

水と緑の健康都市

(国)423号 下止々呂美

422百万円 Ｂ 59百万円 Ｃ

事後評価の実施時期

公表の方法

（参考）  社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備） 事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

  計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
481百万円 Ａ

箕面市
箕面市

番号 事業者
省略

要素となる事業名

・現在事業中の箕面森町（水と緑の健康都市土地区画整理事業）において、着実な基盤整備を行い、まちの成熟を図るとともに、当地区の地域特性を活かし、誰もがいきいきと暮らせる快適な都市環境の形成を目指
す。

水と緑の健康都市(5-A1)と一体となって整備することにより、同地区の防災性向上が図られ、同地区の人口定着促進と里山を活用した賑わい向上が図られる。

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果

（延長・面積等）
事業内容

整備 砂防ダム整備事業 砂防ダム整備 N=1基 箕面市

改修
整備
整備

河川改修 L=1.1㎞
公園整備 A=1.5ha
公共下水道整備 L=2.7km

箕面市



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
   交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 498人 → 2,000人
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 498人 → 1,934人

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・引き続き、着実な基盤整備を実施するため、後期計画となる2期計画を立ち上げ、地域特性を活かした誰もがいきいきと暮らせる快適な都市環境の形成を図る。

・平成20年9月に起こったリーマンショックの影響を受け、平成21年度からの新設住宅着工戸数は平成20年
度以前に比べて全国的に減少しており、社会情勢の変化が影響したものと考えられる。
・ただし、このような状況下の中でも目標値に近い実績値が得られたのは、地域特性を活かしたまちづくり
と、これと一体となった基盤整備を行った結果によるものと考えられる。

・水と緑の健康都市特定土地区画整理事業、及び(国)423号下止々呂美舗装改良等の基盤整備を実施した結果、人口は年々増加しており、着実に人口定着が図られている。

指標（箕面森町
内の居住人口）

・平成25年度に、地区内に居住している全世帯（約520区画）を対象とした満足度等調査を行っており、約73%の方々から「満足」との回答が得られた。また購入の決め手
となった要因として、「恵まれた自然環境」や「子供、教育環境」が挙げられており、「豊かな自然環境など地域特性を活かした、誰もがいきいきと暮らせるまちづく
り」が図られているものと考えられる。



（参考様式３）  （参考図面）活力創出基盤整備

計画の名称 5 豊かな自然環境を活かした、誰もがいきいきと暮らせるまちづくり（箕面森町）

計画の期間 平成21年度 ～ 平成25年度 （5年間） 大阪府

・・・・ 区画整理事業で行う事業

交付対象

5-B1 北山川改修事業

5-B2 街区公園整備事業

5-B3 公共下水道整備事業

5-B4 砂防ダム整備事業

5-A2 国道423号下止々呂美

5-A1 水と緑の健康都市特定土地区画整理事業


